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図 1　平安京における調査地位置図　(1:5,000)

2020.01.18　近隣向け現地説明会資料

平安京右京四条三坊十五町跡　発掘調査

1. はじめに

　調査地は平安京右京四条三坊十五町にあたるが、三坊では著名な邸宅等は文献的には知られて

いない。当坊も右京の他地域同様に早く非市街地化するようであり、鎌倉時代に編れた京都の基

本史料「拾芥抄」（しゅうがいしょう）右京図には小泉荘にあたるとされている。荘園の関連遺

構は確認されていないが、「拾芥抄」によるとこの荘園は 57 町にわたって広がっており、1 町は

120 ｍ四方であり 82ha になるとされている。周辺遺跡としては、西側に広がる弥生時代の山ノ

内遺跡、北東に広がる古墳時代の西ノ京遺跡、南西に広がる古墳時代の西京極遺跡、時代が下が

る中世では南東側に西院城跡（小泉城）などがみられる。

　また、当該地は天神川（旧紙屋川）が形成した扇状地上に位置しており、同扇状地には、奈良

時代以前の幾つかの遺跡が知られている。なかでも弥生時代の遺跡である山ノ内遺跡は市内最大

級の方形周溝墓が確認されるなど弥生時代の拠点的な集落として注目されている。　　　　

調査は、対象敷地内に北区（南北 14 ｍ×東西 13 ｍ＝ 182 ㎡－基礎部分 56.5 ㎡＝ 122.5 ㎡）

南区（南北 14 ｍ×東西 30 ｍ＝ 420 ㎡－入隅 6㎡＝ 414 ㎡）の 2ヶ所の調査区を設けて実施した。

主な調査対象となった平安時代以前の遺構面は、表土下 1.4 ｍ～ 1.7 ｍ程を測る。

２． 調査成果

　調査した遺構群は大きく 4 時期にまとめられる。

①期 平安時代中期以降

　平安時代中期頃以降から鎌倉時代・室町時代に位置付けられる遺構群は、溝 1、2 と仮称した

遺構を中心とした主に南北方向の溝群である。溝 1、2 は調査地を南へ貫流するようであり、メ

インの用排水路であろう。提示した図では姿を消しているが両溝以外に小規模で浅い小溝も南北

方向のものを多数検出している。出土遺物は少ないが平安時代後期から鎌倉時代に比定出来る土

師器皿、瓦器碗、輸入白磁碗他の小片が出土している。中世前半期を中心に形成される暗渠的に

機能したものも多いようだ。山城の諸遺跡でも類例の多い、耕作地と関連したいわゆる中世小溝

群である。当地は平安時代中期頃以降は荘園小泉荘の耕作地帯に組み込まれていたようである。

②期 平安時代前期　

　平安京の 1 町は約 120 ｍ四方である。今回の調査地は十五町内の南東ブロック 1/4 あたり

に位置する。南区では西辺が少し高く、以東は南にゆるやかに深くなり、湿地状に広範囲に黒っ

ぽい粘土や泥土が堆積していた。そこからは平安時代前期の土師器、須恵器、緑釉陶器他が出土

している。北区では建物跡等は検出出来なかったが前期の 1 町使いの邸宅地と見ると、この湿

地状遺構は庭の一部であった可能性もあると考えられる。

③期 古墳時代後期から古代初め

　溝 A と柱穴を多く含む Pit（小穴）群が南区から北区へと展開する。北区の建物 1、南区の建

物 2 は南北棟の身舎南辺と見られるが方位は平安京の町割軸より北で大きく西へ振る。溝 A は

隅丸方形状を呈すると見られるが、軸線は平安京との関連は認められない。須恵器坏や土師器甕

片などの出土遺物からは古墳時代後期から飛鳥時代あるいは奈良時代初め頃の遺構群と見てい

る。

④期 弥生時代後期から古墳時代初め

　溝 B、C、D-1、D-2 は弥生時代後期から古墳時代初め頃に位置付けられる。弥生時代後期

の高坏・壺・甕他の弥生土器が一定量出土している。溝 D-1、D-2 は連続するか隣り合うかは

断定出来ないが、同期の方形周溝墓の溝の一部と見られる。溝 B、C は規模差はあるが同じ方向

を持って並走する。同期内で前後する可能性もあるが、墓域等の外郭をめぐる溝かとも見られる。

３．まとめ

　弥生時代後期頃以降、古墳時代から平安京が建都される以前の古代前期頃までは断続的だが、

集落あるいは、それに伴う墓域的土地利用が続くようだ。弥生時代を中心とした山ノ内遺跡と古

墳時代を中心とした西ノ京遺跡がそれぞれ広がり、当地ではかぶり合うものと見られる。平安時

代前期はやや不鮮明ながら邸宅地的土地利用があった可能性が高い。中期以降は小泉荘の耕作地

帯に組み込まれ、以降中世・近世を通して近代まで田園地帯の一角を占め続けていたようだ。本

格的な再都市化は近代も昭和に入ってからであろう。　　　　　　　
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図 2　調査区平面図　(1:150)

北区全景 ( 北から ) 奈良時代以前③、 ④期

　　　　　　　　南区東半全景 1（ 東から） 平安時代中期以降①期　　

　　　　南区全景 2( 東から ) 奈良時代以前②、 ③、 ④　


